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むらさきの ふぢば かま をば 見よ とい ふ 

二人 泣きた きこ こち 覚えて (晶子) 

ないしの かみ 

尚 侍に なって 御所へ お勤めす るよう にと、 源氏 は 

もとより 実父の 内大臣の ほうから も 勧めて くる ことで 

たま かずら はんもん 

玉鬟は 煩悶 をして いた。 それが いいこと なので あろ 

うか、 養父の はずで ある 源氏 さえ も 絶対の 信頼 はでき 

ぬ 男性の 好色 癖 を ややもすれば 見せて 自分に 臨む ので 

あるから、 お仕えす る 君との 間に、 こちら は 受動的に 

ちゅうぐう にょご 

もせよ 情人 関係が できた 時 は、 中宮 も 女御 も 不快に 



こと を 私 は 知らず じまいに な つたの かもしれ ません」 

「私な どに はまして よく わかりません が、 とにかく 喪 

服 を 着て おります 気持ち は 身に しむ ものです ね」 

こう 言う 玉鬟の 平生よりも しんみり とした 調子が 中 

将に うれしかった。 この 時に と 思った のか、 手に 持つ 

ふじば かま み す 

ていた 蘭 のきれ いな 花 を 御簾の 下から 中へ 入れて、 

「この 花 も 今の 私たちに ふさわしい 花です から」 

と 言つ て、 玉鬟が 受け取る まで 放さずに いたので、 

そで 

やむをえず 手 を 出して 取ろうと する 袖 を 中将 は 引いた _ 

ふ ぢば か ま 

「おなじ 野の 露に やつる る 藤 袴 哀れ はかけ よか ご 



と は 力り ち 

あづま ぢ ひたちお び 

道の はてなる (東路 の 道の はてなる 常 陸 帯の かごと 

ば か リも逢 はん とぞ思 ふ ) 」 

こんな ことが 言い かけられ たので あ つ た。 玉鬟に 

と つ て は 思いが けぬ ことに 当惑 を 感じながら も、 気づ 

かない ふう をして、 少しずつ 身 を 後ろへ 引いて 行った 

はる の ベ 

「たづ ぬ るに 遥 けき 野辺の 露なら ばう す 紫 やか) J と 

なら まし 



価値 を 認めて きたの だ」 

源氏 は 真実ら しくこう 言つ ていた。 

「人物 は宫の 夫人で ある ことに 最も 適して いると 思う _ 

えん そうめい 

近代的で、 艷な 容姿 を 持って いて、 しかも 聡明で、 過 

失な ど はしそう でない 女性 だから、 いい 宮の 夫人 だと 

びぼう 

思う。 そして また 尚 侍の 適任者で も あるの だよ。 美貌 

さじよ 

で、 貴女ら しい 貴女で、 職責 も 十分に 果たしう るよう 

な 人物と いうお 上の 御 註文 どお リ なの は あの人 だと 思 

う」 

とも 言った。 中将 は 源氏 自身の 胸中の 秘事 も 探りた 

くな つた。 



てくだす つたら、 そのと おりに したいと 思って います- 

世間の 目に たつこと が 遠慮され て 訪ねて 行く こと もで 

きず、 思う y J と を 直接お 話し で きな い の を 遺憾に 思 つ 

て レ ます」 

というの が 父の 大臣から 玉鬟へ 伝えさせた 言 葉 で 

あった。 

「私が 過去に 申し上げた ことに ついては、 それほど 訂 

正しないでも いいと 思います。 どちらに もせよ 愛して 

いただけば いいのです。 そう 思います とまた 恨めしい 

気に もなります。 今夜の 御 待遇な どから そう 思う ので 

す。 北側のお 部屋へ お入れに なって、 いい 女房が たは 
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